
 

８月４日　自由民主党 山梨から長崎知事に出馬要請

農政商工観光委員会にて鳥取県を行政視察

11月13日　消費者庁　新井ゆたか長官（元県副知事）に北杜市内のイベントに招待

　皆様には、日々の活動に対しご理解と
ご協力を賜り、心から御礼申し上げます。 
　先ずもって、輝かしい秋の叙勲を受賞さ
れた皆様、県政功績者表彰を受けられた皆
様のご功績に対しまして、深甚なる敬意を
表します。 
　さて、県議会九月定例会は９月２１日か
ら１０月７日までの１７日間の日程で開
催されました。 
　私は、９月２９日、自由民主党・山梨
を代表して長崎知事に対して質問を行い、
多くの地域の皆様に、新型コロナウイルス
の予防対策に努めていただきながら傍聴し
ていただきました。 
　お忙しい中、熱心に傍聴していただいた
皆様に心から感謝申し上げます。 
　質問では、新型コロナウイルス感染対策
を始め、県有地の有効活用の推進、八ヶ
岳中信高原国定公園の国立公園化、丘の
公園の今後の経営、２５人学級の推進な
ど、山梨県の将来に向けた多岐にわたる施
策について質しました。 
　長崎知事からは、県有
林の有効活用について
は、「特定の用途に限定
して認めてきたこれまで
の方針を抜本的に見直
し、周辺環境と調和した
質の高い利活用を進め
る。」との新たな活用方
針について答弁があり、
丘の公園の今後の経営に
ついては、「施設の老朽
化対策や管理期間の長期
化などの管理運営の方法
について、民間企業の力
を活用するという観点か
ら検討することは重要」との認識を、２５人学級の推
進については、「小学校３年生以降への小人数学級の
方向性の議論を参考にしながら、少人数教育を全力で

推進し、知事としての責務を果たしてい
く。」との将来に向けた方向性を、知事自
身の具体的な言葉で長崎知事していただき
ました。（２頁から５頁） 
　私は、長崎知事が引き続き県政運営を担
い、「決断と実行。」で、災害に屈しない
強靭化対策や中部横断自動車道の長坂以北
の事業化なども含め、山梨の未来を創るた
めの施策を力強く推進されることを切に願
うものであります。 

　さて、２０２２年もあと１か月余りとなり
ました。新型コロナウイルスによる生活や経
済活動の停滞、ロシアのウクライナ侵攻など
による原油や生活用品、更には農業経営に欠
かせない肥飼料の高騰など、県民生活を直撃
することが多く、厳しい状況が続いていま
す。 
　来る２０２３年は「癸卯（みずのと
う）」の年です。「癸」は、新しい生命が
成長し始めている状態を表し、「卯」は、

春の訪れを感じ飛び出し
ていくとの意味がありま
す。 
２０２３年は、「癸卯
（みずのとう）」のとお
り、景気が回復して生活
や産業活動が好転し、勢
いよく飛躍する、そんな
良い年になることを心か
ら願っています。 
　来年は、私にとっても
「決断と実行。」の年で
す。皆様とともに一層飛
躍することができる年と
なりますよう、誠心誠意
努力して参りますので、引

き続き、温かいご支援、ご協力と、ご叱咤を賜ります
よう心からお願い申し上げます。
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11月17日　決算特別委員会で決算への認定に賛成討論



11月13日　ほくと馬のまち祭り～馬とふれあう信玄棒道ウォーク～ 
3年ぶりの開催で500人が参加、ホースショーも同時開催しました。 ICT研修会（農業基盤整備のための3次元測量設計）

10月18日　地域住民の彼岸であった駒城橋架替工事の現地調査

11月6日　増冨もみじまつりウォークには、大人から子供まで700人超の皆様が参加増冨もみじまつりウォークに向け事前に清掃美化活動

8月30日　ゲリラ豪雨による八ヶ岳横断道路の被災箇所を現地調査
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今年13回目のグランフォンド八ヶ岳、地元の方々を含め300人のボランティアのご協力により、参加者も約800人と盛大に開催いたしました。 10月18日　北杜八ヶ岳公園線　八ヶ岳高原大橋付近遊歩道伐採の現地調査北杜高校同窓会長として東京同窓会総会にて挨拶

10月30日　秋の甲州街道ウォークには400人の参加者 観光協会に対する補助金の申請

農業法人 こぴっとの収穫作業を視察9月5日　北杜市内の稲作農家の代表の皆様と共に長崎知事に要請 10月18日　大武川地区河川改修箇所の現地調査

八ヶ岳トラバース ロード＆トレイルランニングレースは180人超の参加者で6回目を迎えました。
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（長崎知事）認証制度に対する海外からの評価獲得に向け、国際
衛生基準の認証機関と、日本初となる認証互換に取り組み、５つ
の審査免除項目を獲得した。 
　さらに、国際衛生基準を参考に、上位認証制度であるグリー
ン・ゾーン　プレミアムを構築し、併せて認証取得のための機器
購入に対する補助制度を設け、過日、初めて３施設を認証した。 
　これらの施設では、より高度な感染対策機器や、洗浄度検査な
ど、ハード、ソフト両面において世界レベルの対策を導入してい
る。 
　加えて、駐日大使などに認証施設に宿泊いただくツアーの実施
や海外に向けたＰＲ動画の作成により、積極的に制度の周知を
図っていく。 
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（長崎知事）肝がんの７５歳未満の年齢調整死亡率は依然として
全国平均に比べて高いことや、肝炎や肝がんの原因や予防法に関
する知識の認知度が低いことなどの課題がある。 
　国は本年３月に「肝炎対策の推進に関する基本指針」を改正
し、「肝炎の完全な克服」を達成することで、肝硬変又は肝がん
への移行者を減らすとの目標が示された。 
　この新たな指針の中では、・肝がんの罹患率をできるだけ減少
させることを具体的な指標として設定すること、・肝炎ウイルス
検査の未受検者に対して、肝炎ウイルス検査に関する効果的な広
報に取り組むこと、・肝炎医療コーディネーターの育成後の活動
状況の把握に努めることなど、今後、地方公共団体が行うべき具
体的な対応が求められている。 
　県としては、これまでの対策の検証を行い、有識者や県民の皆
様の意見も伺う中で、国の指針を踏まえた第三次山梨県肝炎対策
推進計画を本年度中に策定し、肝炎対策のより一層の推進を図っ
ていく。 
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（長崎知事）スポーツツーリズムについては、取り組みの第一弾
として、来月には南アルプス林道と広河原を会場とし、アウトド
アアクティビティと食を組み合わせたサイクルイベントの実証事
業を行うこととしている。 
　また、本県の起伏に富む地形を活用したサイクルツーリズム、
ｅバイクでのフォレストトレイル、湖での足こぎカヤックなど本
県ならではのコンテンツを開発し、今後県内全域での展開を目指
していく。　　 
　県有スポーツ施設の更なる活用については、前例にとらわれな
い、より幅広な施設活用を図るため、来年度から小瀬・富士北麓・
御勅使南の３公園の所管をスポーツ振興局に移し、県としても積
極的に関与することとした。 

　こうした取り組みにより、他では体験できない、より付加価値
の高いスポーツツーリズムを強力に推進し、スポーツによる地域
活性化につなげていく。 
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（長崎知事）「山梨の可能性を生かし切る」との考えの下、アク
セス環境の整備や本県に人と富が集まる理由づくりに取り組んで
いる。 
　まず、アクセス環境の整備について、開業効果を全県に波及さ
せるための道路ネットワークの整備を進めており、更に中央道と
リニア駅を直結するスマートインターチェンジの整備をスタート
させている。 
　また身延線の活用、更には富士北麓を含む周辺地域への人の流
れを意識した検討を進めている。 
　なお、リニア全線の開業に向け静岡工区の問題解決は必須で、
例えば、リニアが実現すると東海道新幹線は過密ダイヤが緩和さ
れ、より地域の実情を踏まえた運行も可能となるが、現在、そう
した将来像は広く共有されていないため、これらを明らかにする
ことで、課題解決を進めたいとの思いで期成同盟会に研究会の設
置を提唱した。 
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（長崎知事）県有地の大部分を占める県有林は、明治末期の水害
に苦しむ県民の生活復興に役立てるよう、時の天皇陛下より御下
賜されたもの。 
　その意味からも、県有林のうち県土保全や恩賜林経営に必ずし
も必要のない普通財産については、収益を最大化するための活用
策を探っていくことこそが、御下賜の御心に沿うもの。 
　議員御指摘の北杜市清里の学校寮区画においては、豊かな自然
と静謐な環境を生かした利用については、今後、教育機関以外の
民間事業者への貸し付けを認めることとする。 
　その他の県有林についても、これまで民間事業者への貸し付け
を研究・研修施設や教育施設など、特定の用途に限定して認める
こととしてきたが、この方針を抜本的に見直し、周辺環境と調和
した質の高い利活用を進める。 
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（長崎知事）本県を代表する観光地である清里高原などからなる
八ヶ岳国定公園は、　　　議員ご指摘のとおり、国が直接管理す

る国立公園に格上げすることにより、保護管理の質の一層の向上
や適正利用の増進など、様々な効果が期待される。 
　その実現に向けては、山梨・長野両県に渡る地元地域全体で国
立公園化に対する理解を共有し、一体となって取り組む機運を醸
成していくことが重要であることから、長野県ともしっかりと連
携しながら、必要に応じて助言や情報提供を行うなど、積極的に
支援していく。 
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（長崎知事）本年度は、首都圏の医療機器メーカーを集中的に訪問
し、部材などの発注ニーズの収集を重点的に進めている。 
　また、９月補正予算では、この基盤を強固なものとするため、
オープンイノベーションのマッチングイベントと情報発信の強化に要
する経費を計上した。 
　来年度からのセカンドステージでは、部材供給支援を主軸とし
つつも、様々な発展的要素の具体化に取り組んでいく。 
　まず、予防医療、健康維持に対する需要の高まりを受け、デジタ
ル・ＡＩ技術の活用や衛生用品・健康食品など幅広い分野の企業に
参入を促していく。　　　　　　 

　また、県内企業の一層の取引拡大を図るため、国内外のスター
トアップとの連携を進めるほか、巨大な海外市場参入への挑戦も
支援していく。 
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（長崎知事）議員ご指摘のとおり、近年、農業を取り巻く環境は
大きく変化しており、こうした変化に的確に対応した持続可能な
農業経営を実現していく必要がある。 
　国内市場縮小への対策について、これまで県では、関係団体と
連携して、甲斐ベリー７、富士の介、プレミアムティーなどを開
発した。 
　今後、牧草のみで育てた赤身のグラスフェッドビーフの開発な
ど、市場の動向を踏まえた新商品の開発にしっかり取り組んでい
く。 
　また、「おいしい未来へ　やまなし」をキャッチフレーズに、
単に品質の高さだけでなくこの魅力をストーリーとして発信して
いく。 
　具体的には、県産果実は、世界農業遺産の地に育まれ匠の技に
より磨かれた芸術品であるといったストーリーを発信することで
「やまなし」のブランド価値の構築に取り組んでいく。 
　また、高級米の需要拡大に向けて、効果的なプロモーションを
展開するなど、積極的に支援していく。 
　一方で、世界全体での食の需要は増加していることから、デジ
タルとリアルのプロモーションを広く海外で展開していく。 
　生産体制の強化も不可欠であり、スマート農業やデータ農業推
進による農産物の高品質化や生産性の向上を図る取り組みを進
め、併せてほ場などの基盤整備も計画的に実施していく。 
　また、飼料・肥料の高騰対策では、畜産分野でもＤＸを導入
し、コスト上昇分を吸収できる骨太な経営体質を目指すととも
に、自給飼料の活用、更には家畜排せつ物や下水汚泥の活用も検
討し、この困難を乗り越えていく。
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（長崎知事）議員ご指摘のとおり、令和元年東日本台風による被
災などを教訓とした交通強靱化や、水害対策に取り組んでいる。 
　まず、交通強靱化では、国道４１３号の防災工事や道志バイパ
スの整備に加え、広域迂回路となる新たな御坂トンネルの新規事
業化など、災害時における信頼性の高い道路ネットワークの整備
を進めている。 
　また、水害対策では、過去の浸水実績などを踏まえ、４つの流
域をモデルケースとして、国・県・市町村で構成する流域治水検
討会を立ち上げ、あらゆる関係者が防災意識を共有し、治水対策
に取り組んでいる。 
　これまでに、横川と新名庄川において、流域治水対策に地元自
治体と連携して取り組むための確認書を締結した。 
　今後は、河川改修や雨水貯留などのハード対策と、水害リスク
情報を提供するなどのソフト対策を示したアクションプランの策
定を進めていく。 
　県としては、５か年加速化対策が完了した後も取り組みが継続
され、必要な予算措置が講じられるよう、県議会の皆様のお力添
えをいただきながら、国に強く働きかけていく。 
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（長崎知事）昨年８月の静岡・山梨間の開通は、本県に大きな経
済効果をもたらしており、県外からの集客もにらんだ倉庫型量販
店であるコストコの進出も決定した。　　　　 
　一方、長野方面では、長坂から八千穂間が未だミッシングリン
クとなっており、中部横断自動車道が本来持っているポテンシャ
ルが最大限発揮されていない状況がある。 
　これまで、国が環境影響評価の現地調査を実施しているが、本
年７月には、長野県知事らとともに、次の段階に進むための両県
が行う都市計画手続きが円滑に進められるよう国へ要望し、その
際には、「機は熟した」との力強い発言もいただいた。 
　これらもあって、近いうちに具体的なルートやインターチェン
ジ、道路構造などが、国から示されるものと考えており、今後、
都市計画決定の手続きを速やかに進め、引き続き長野県や沿線自
治体と連携しながら、一日も早い事業化を国に働きかけていく。 
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（公営企業管理者）丘の公園の活性化に向けては、指定管理者が
県と緊密な連携を図りながら、安心安全な施設管理を行うととも
に、利用者ニーズを踏まえた満足度の高いサービスや企画を実施
することが重要であることから、選定に当たっては、応募者の経
営基盤や施設の維持管理体制、事業計画の内容、地域との連携な

どについて、それぞれ審査基準を設け、より質の高い指定管理を
実現することとしている。 
　特に、・収益性が低いため廃止するテニスコートやパターゴル
フ場、屋内プールの新たな活用策、・ＳＮＳなどによる情報発信
の拡大強化、・周辺施設と連携したサービスの促進などに事業効
果の高い提案を求めた。 
　今後、有識者からなる選定委員会において、応募者から提案さ
れた計画の実現可能性や事業効果などの審査を行い、収益性の向
上や八ヶ岳南麓地域の活性化が図られるよう選定を進めていく。 
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（公営企業管理者）丘の公園が、今後も長期に渡って地域振興事
業の拠点としての役割を果たすためには、老朽化した施設や機能
を更新し、更なる利用者の増加など収益力の強化を図ることが必
要であり、そのためには、議員ご指摘のとおり、施設の老朽化対
策や管理期間の長期化など管理運営の方法について、民間企業の
力を活用するという視点から検討することは重要と考えている。 
　なお、指定管理期間の長期化については、これまでの県議会に
おける議論もあることから、議会の意見を踏まえる中で検討を進
めていく。 
　次期指定管理期間終了後の令和９年度に向けて、地元の方々や
有識者の意見を伺いながら、・民間投資を呼び込む事業スキーム
の導入、・新たなレジャー・サービスの提供、・ブランド化によ
る集客力の強化など抜本的な対策を検討し、丘の公園の収益最大
化や地域の一層の振興を目指していく。 
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（長崎知事）やまなしモデルＰ２Ｇシステムは、最先端の技術に
より、究極のエネルギーと言われるグリーン水素を製造すること
ができるため、カーボンニュートラルの実現に向け、大いに貢献
できると考えている。 
　そのため、米倉山で製造したグリーン水素の利用拡大を図ると
ともに、システムそのものの普及を図るため、国内外の工場への
導入を進めている。　　　　 
　今月５日に導入が決定したサントリー白州工場のＰ２Ｇシステ
ムについては、設備規模として、１６メガワットを予定してお
り、福島県浪江町の１０メガワットを上回り、現時点で国内最大
級となる。 
　更に、白州工場で造り出された、グリーン水素の工場外での利
用も計画しており、地域の太陽光などの再エネ資源を活用し脱炭
素化を大規模に推進する、世界でもトップクラスのグリーン水素
の製造・利用拠点が、本県に誕生することになる。 
　また、Ｐ２Ｇシステムの海外展開に向けては、国の支援を受
け、インドのマルチスズキ工場への導入に向け、エネルギーの利
用状況や周辺を含めた再エネの導入動向などの調査も開始してい
る。 

　更に、中央日本４県サミットでの合意に基づき、他の都道府県
内の大規模熱需要家へのＰ２Ｇシステムの導入促進や、再エネ資
源が豊富な海外での可能性調査へ応募するなど、ユーザー拡大を
図っている。 
　今後は、Ｐ２Ｇシステムの導入拡大を加速するため、コンソー
シアムを組んでいる東レ、日立造船などの　メーカーと密接に連
携し、ＧＸ移行債など、国の新たな資金の獲得による開発・生産
体制の強化も検討していく。 
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（長崎知事）少人数教育の推進については私の重要公約であり、
これまで小学校１・２年生に２５人学級を導入するなど、子ども
たちの教育環境の充実を図ってきた。 
　２５人学級導入の効果については、今年度に設置した少人数教
育推進　検討委員会において、児童の学力の観点や、自己肯定感
といった、いわゆる非認知能力の観点などから検証を行っている
ところであり、検証では、２５人学級の導入により、例えば、授
業での発表への意欲が向上していることや、困った時に先生や友
達に言える子どもが増えていることなど、その効果が多岐にわ
たって確認されている。 
　また、２５人学級の効果以外の論点について、小学校３年生以
降への少人数教育の導入や、その学級規模について議論が行われ
た。 
　更に、学級数を増やさず複数の教員を配置するアクティブクラ
スについても議論し、追加配置された教員の勤務時間が午前だけ
では短く、午後も可能にすべきとの意見が委員から出されてい
る。 
　検討委員会には、引き続き本県の少人数教育についての在るべ
き姿を議論いただき、年内には小学校３年生以降の少人数教育の
方向性について取りまとめていただく。 
　この検討委員会での議論を参考にしながら、県民の皆様にお約
束した少人数教育を全力で推進し、知事としての責務を果たして
いく。


